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野
菜
畑
は
、
化
学
肥
料
や
有

機
質
肥
料
だ
け
で
な
く
、
石
灰

な
ど
の
土
壌
改
良
資
材
を
毎
作

施
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
窒
素
な
ど
の
上
壌

養
分
が
過
剰
に
集
積
し
た
り
、

養
分
間
の
割
合
が
不
均
衡
に
な

っ
て
、
生
理
障
害
や
病
虫
害
の

発
生
に
よ
る
連
作
障
害
の
原
因

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
堆
肥
等
の
有
機

質
資
材
や
土
壌
微
生
物
の
機
能

を
活
用
し
て
、
根
の
活
性
化
を

図
り
な
が
ら
栽
培
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

土
壌
の
物
理
性
の
改
善

土
壌
の
物
理
的
な
条
件
と
し

て
、
野
菜
の
根
が
深
く
、
広
く

十
分
に
張
り
、
養
水
分
が
良
好

に
吸
収
で
き
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
は
、
土
壌
が
団
粒

構
造
に
な
っ
て
い
て
透
水

・
通

気
性
と
保
肥

・
保
水
性
に
優
れ

る
こ
と
で
す
。
膨
軟
な
作
土
層

や
厚
い
有
効
土
層
を
作
り
出
す

こ
と
で
す
。

家
庭
で
例
え
る
と
土
壌
の
物

理
性
は

「
父
親
」
の
よ
う
な
働

き
を
し
ま
す
。
家
族
の
生
計
の

た
め
に
稼
ぐ
こ
と
。
そ
し
て
、

睡
眠
、
団
ら
ん
な
ど
家
庭
を
豊

か
に
包
容
す
る
役
割
で
す
。

土
壌
の
化
学
性
の
改
善

野
菜
が
健
全
に
生
育
す
る
に

は
、
土
壌
の
化
学
的
な
条
件
と

し
て
、
養
分
を
保
持
す
る
力
が

強
く
、
窒
素
、
リ
ン
酸
、
加
里
、

石
灰
、
苦
土
や
微
量
要
素
な
ど

の
野
菜
の
た
め
の
肥
料
養
分
を

持
続
的
に
供
給
で
き
る
こ
と
で

す
。ま

た
、
土
壌

ｐＨ
や
リ
ン
酸
の

固
定
能
力
な
ど
、
野
菜
に
利
用

さ
れ
る
前
段
の
土
自
身
の
肥
料 ゝ 才 ゝ 才 ヽ 才 ゝ
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が
必
要
な
の
で
す
。
そ
し
て
、

気
候
が
多
少
変
化
し
て
も
、
肥

料
が
少
し
く
ら
い
多
く
施
さ
れ

て
も
、
そ
れ
が
野
菜
の
生
育
に

直
接
は
ね
返
ら
な
い
よ
う
な
緩

衝
力
を
持

っ
た
土
に
な
る
こ
と

で
す
。

家
庭
で
は

「母
親
」
の
役
割

で
す
。
夫
を
助
け
、
家
計
は
浪

費
せ
ず
足
を
知
り
、
よ
く
子
を

生
み
養
い
、
抱
擁
す
る
役
割
で

す
。土

壌
の
生
物
性
の
改
善

土
壌
の
生
物
的
な
条
件
と
し

て
、
有
機
物
の
分
解
を
行
う
各

種
微
生
物
や
硝
酸
化
成
菌
、
根

粒
菌
な
ど
の
有
用
微
生
物
が
数

多
く
生
息
し
て
い
て
、
し
か
も
、

土
壌
病
原
菌
や
セ
ン
チ
ュ
ウ
な

ど
の
有
害
微
生
物
の
生
息
が
極

め
て
少
な
い
こ
と
が
条
件
に
な

り
ま
す
。

家
庭
で
は

「子
供
」
が
担

っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ナ
タ
ネ

粕
が
分
解
さ
れ
て
硝
酸
態
窒
素

に
な
っ
て
野
菜
に
吸
収
さ
れ
る

ま
で
に
、
ア
ン
モ
ニ
ア
化
成
菌
、

亜
硝
酸
化
成
菌
、
硝
酸
化
成
菌

な
ど
た
く
さ
ん
の
有
用
微
生
物

（よ
い
子
）
が
働
き
ま
す
。　
一

方
、
今
年
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
疫

病
の
よ
う
に
大
き
な
被
害
を
も

た

ら

し

た
有

害

微

生

物

（
わ

る

い
子

）

も

た

く

さ

ん

い

ま

す

。

土
づ
く
り
と
は

土
づ
く
り
と
は
、
こ
れ
ら
物

理
性
、
化
学
性
、
生
物
性
の
三

つ
の
要
因
の
係
わ
り

を
大
き
く
す
る
こ
と

で
す
。
こ
の
三
者
が

共
通
に
か
か
わ
る
部

分
を

「地
力
」
と
言

い
ま
す
。
家
庭
で
も

父
母
兄
弟
の
か
か
わ

り
の
強
さ
を

「家
庭

力
」
と
で
も
言
い
ま

し
ょ
う
か
。

土
づ
く
り
に
最
も

有
効
な
手
段
は
、
こ

れ
ら
三
者
と
深
く
関

わ
る
対
策
で
す
。
そ

れ
は
、
堆
き
ゅ
う
肥

等
の
有
機
物
の
利
用

で
す
。
ま
ず
第

一
に
、

有
機
物
の
施
用
は
腐

植
物
質
が
土
壌
の
保

肥
力

・
保
水
力
や
透

水
性
を
改
善
し
野
菜

の
生
育
環
境
を
整
え

ま
す
。
第
二
に
、
分

解
の
結
果
、
窒
素
を

は
じ
め
と
す
る
各
種

養
分
を
持
続
的
に
供

給
し
ま
す
。
そ
し
て

第
二
に
、
有
機
物
施
用
は
土
壌

病
害
の
発
生
軽
減
と
有
用
微
生

物
の
増
殖
に
期
待
で
き
ま
す
。
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地力の三要素地力要因と土づくりの方法
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地 力 要 因 土 づ く り の 方 法

化

学

性

1 養分供給量

2 養分の継続的供給

3 pH、 酸化還元電位、

塩類濃度の緩衝能

4 毒性物質の除云
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物

理

性

水分供給能 、浸潤 、

排水性 、透 水 隆

通 気性

易耕性

耐 食性

生

物

性

腐性的生物活性促進

(有機物分解、窒素

固定など)

寄生的生物活性の抑

制 (病原菌 .害虫の

暴発など )
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